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 インドネシアなど途上国のタバコ農園では、児童

たちが労働力として大きな役割を担っています。け

れども、タバコの葉の収穫には健康被害を及ぼす危

険性が潜んでいます。緑タバコ病です。頭痛、嘔吐

を引き起こすとして、世界保健機構（ＷＨＯ）が注

意を喚起しており、先進国では当たり前のように長

袖や手袋をして収穫作業をしています。けれども途上国のタバコの農園で働く少年少女たちは半袖、素

手での労働を強いられるなど、劣悪な環境に置かれています。１日働いて得られる収入はタバコ２箱分

です。そして――。子どもたちは貧困、病から逃れられず、教育の機会までが奪われようとしています。

ジャワ島にあるタバコ農園の児童労働に密着、「現代の貧困問題」の一端に迫ります。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 ９日投票日が迫る東京都都知事選は東京の行方だけがは問われているのでしょうか。

日本の首都であり 1000 万人をこえる有権者をかかえる東京の動向は日本の今後を左右

します。全国的課題である原発も争点になっています。特集ワイドの名物企画「この国

はどこへ行こうとしているのか」の番外編として、都知事選を通して日本の将来を識者

とともに考えます。登場するのは、ドイツ文学者の池内紀、白井聡・文化学園大助教、

臨床心理士の信田さよ子の３氏です。 

 

 

 

 

 

 

 日本時間８日未明に開幕するソチ冬季五輪。日本代表選手は海外大会で過

去最高の 113 人が出場。国際大会で圧倒的な強さを見せる女子ジャンプの高

梨沙羅選手、悲願の五輪金メダルを目指す女子フィギュアスケートの浅田真

央選手、「レジェンド（伝説）」と賞される男子ジャンプの 41歳・葛西紀明選

手ら注目選手が万全のコンディションで世界に挑みます。これまで最多だっ

た 98年長野五輪のメダル 10個（金５、銀１、銅４）を上回るメダル数が期待される今大会。毎日新聞

は大会期間中、朝刊最終面にほぼ連日、選手の”物語”をつづる「Ｓ（ストーリー）ｆｒｏｍ ＳＯＣ

ＨＩ」、競技を分かりやすく解説する「ソチナビ」を連日掲載します。テレビ番組表は期間中だけ、中面

に移動します。また、愛読者セットの「毎日新聞ビューアー」に五輪特集コーナーを設け、日本時間の

未明から夜明けまで繰り広げられる熱戦を中心に、特別号外を掲載します。毎日新聞の充実した五輪報

道をお楽しみください。 

吸わなくてもニコチン中毒 

インドネシア発 タバコ畑の児童労働悲し ２月２日（日） 

東京、そして この国はどこへ行こうとしているのか 

夕刊２面特集ワイド 2月 3日(月)、4日(火)、5日(水) 

ソチ冬季五輪開催 

― 日本時間２月８日に開幕 ―   


